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概 要 

数学Ａ２では、まず物理など他の分野でも基本かつ重要なものである三角関数につい

て学ぶ。次に場合の数と数列について学ぶ。微分積分への導入として、場合の数で

は、順列組み合わせと二項定理について学習し、数列では、等差数列・等比数列およ

び漸化式の概念について学ぶ。 

科目目標 

（到達目標） 

三角関数の基本的な性質を理解すること。特に加法定理は重要である。場合の数で

は、順列・組み合わせの概念を理解し、いろいろな場合の数が求められること。 

教科書 

器材等 

新訂基礎数学、新訂基礎数学問題集（大日本図書）､高専の数学１問題集（森北出

版）、補充問題プリント 

評価の基準と 

方法 

定期試験の平均成績を８０％、課題の達成状況を２０％として評価する。６０点以上

を合格とする。 

関連科目 数学ＡＩ 

授業計画 

第 1回 前期末試験の解説 

第 2回 一般角 

第 3回 一般角の三角関数 

第 4回 同上 

第 5回 弧度法 

第 6回 三角関数の性質 

第 7回 同上 

第 8回 三角関数のグラフ 

第 9回 同上 

第10回 加法定理 

第11回 同上 

第12回 加法定理の応用 

第13回 同上 

第14回 同上 

第15回 後期中間試験 

第16回 試験の解説 

第17回 場合の数 

第18回 順列 

第19回 組み合わせ 

第20回 いろいろな順列 

第21回 二項定理 

第22回 同上 

第23回 数列 

第24回 等差数列 

第25回 等比数列 

第26回 いろいろな数列の和 

第27回 同上 

第28回 漸化式と数学的帰納法 

第29回 同上 

第30回 学年末試験 

オフィス 

アワー 
会議のないときの平日放課後。管理棟３階の教員研究室。 

授業アンケー

トへの対応 
新任教員なのでまだデータがない。学生の反応を参考にしながら授業を進めていく。 

備 考 上記以外にも演習・小テストを行う。問題集も定期試験の出題範囲に含める。 

 


